
東海第二原発は北 10km (東海村）にある。2011 年の大震災に被災し、運転 46 年が過ぎた老朽原発。30 キロ圏内に 92 万人が住む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

１．中央制御室で起きた制御盤火災（２月４日）に

ついて 

（住民） 0.5 アンペア仕様のヒューズを 10 アン

ペアに取り換え、かつ電流を長時間流し火災

事故を起こした。炉心に異常

があったとき格納容器内を

外部と隔離させるためのシ

ステムを制御する装置の火

災であり、原子炉の安全と

直結する事故だ。 

（原電） ヒューズ交換は必要でなかった。現場

の判断だった。 

（住民） 電気工事士という国家資格を持った社

員が立ち会ったのか。立ち会っていれば、こ

の火災事故はあり得ない筈だ。 

（住民） 確実に、所定の電流によってヒューズが

切断される計算をしたの

か。データを示せ。 

（原電） 計算はしているが、

本日データを持っていな

い。 後日示す。 

 

 

 

２．原子炉建屋の地下１階での溶接用ケーブル

火災（５月３０日）について 

（住民）  過去の類似の火災の原因を調べ、防

止対策を全社に徹底していれば、この事故は

起きなかったのではないか。 

（原電） 全社に周知徹底する点で弱かったと反

省している。 

 

３．内部通報者が防潮堤に別の不良個所の存

在を指摘しているが、原電の対応は？ 

（住民） 原電は「不良は無い」と前回説明会で

拒絶したが、以前に防潮壁施工不良を指摘

してくれた人の再指摘である。原電は隠さず

に、通報者から詳細を聞くべきだ。 

（原電） どう対応するか社内で検討する。 

 

４．東海第二は今後いつまで運転する考えか 

（住民） 東海第二は、再稼働後２０年間運転す

る設備として「長期脱炭素電源オークション」に

落札した。運転期限は 204５年の後になると

推測するが、いつまで運転する考えか。 

（原電） そのことは検討していない。  
 

（注）  国は、法令審査などで運転停止していた

期間を運転期間に含めず、その分を延長できる

とした。東海第二で言えば、2038 年までの運

転期間に、福島第一事故後の新規制基準によ

る許可までの７年半や必要な工事期間が追加さ

れ、運転期限は 2045 年よりも後になる。 

 

 

 

東海第二工事状況の原電説明会  

東海第二工事状況の原電説明会が 10

月に開かれ、 たび重なる火災事故のお詫

びと、来年 12 月完了予定の工事状況が説

明されました。  防潮壁施工不良の対策

は、国の審査中とのことでした。 

以下は原電と市民との問答の一端です。 
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世界では、電力の供給  と  消費の間を蓄電池とデジタルシステムで瞬時に結びつけ調整す

るエレクトロテック革命が起きている。再生エネ発電がコスト的にも最も有利になり、昨年の実

績は再エネが新規電源の 92.5％を占めた。この流れは気候変動問題がなくても続く。 

日本は流れに乗れるか否かの分水嶺にあります。≪明日香壽川 東北大名誉教授の講演より≫ 
 

１．世界における電源別の年間発電量の推移  

本年上半期、ついに再エネは石炭を抜

きトップに立った。総発電量に占める割合

では、再エネが３４．３％、石炭が３３．１％

だった。 

また、再エネはこの 1 年で 403０億ｋｗ

時増え、その増加は世界の電力需要量

（3690 億ｋｗ時）よりも大きく、需要の増

加分を賄えた。 

逆に、石炭火発は 3１０億ｋｗ時減少し、

世界は脱炭素社会へ向かって転換しつつ

ある。（英シンクタンク「エンバー」発表） 

 

２．日本は  全電力に占める再エネ電力の割合が、欧州や中国、世界平均より低い。 

（左図） 

再エネ電力の年間導入量（百万 kｗ）比較 （2024 年） 
            中国   37３       米国    43 

ドイツ    １９             日本    3.5 
 

（つぶやき） 日本が世界からこんなに遅れているなんて・・・ショック。 
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